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編　集　後　記

　★編集委員としてLibraに携わり２年目となりましたが、今回も論文執筆と編集を担当させ

て頂き、無事に終えることができました。論文審査にあたっては編集委員長並びに編集委員の

先生から貴重なご意見やアドバイスを頂き、大変有意義な機会を得ることができました。近年

の薬学教育では、質の高い薬剤師の育成を目指して様々な教育研究や授業実践の取り組みが注

目される中、大学研究論集の需要が高まってきております。Libraは人文、社会諸科学、語学、

数学、哲学、社会薬学、薬学教育を専門分野とされる先生方の情報発信の場でもあります。幅

広い分野における学問の統合的発展を目指して、次回号も引き続き、先生方のLibraへのご投

稿をお待ち申し上げます。	 （K）

　★今回、初めてLibraの編集委員を勤めさせて頂きました。投稿して下さった先生方には、

改めて感謝申し上げます。また、編集に関してご指導賜りました、編集長のM先生、編集委員

のK先生、ありがとうございます。Libraに研究の成果を論文として発表することは、著者にとっ

ては研究の集大成となり、また同じ領域の研究をしている方々への重要な情報発信というかた

ちで貢献できると思っております。そのようなことから、今後先生方のご投稿が活発になるこ

とを期待しております。最後に、ご協力頂いた皆様に深く感謝申し上げます。	 （N）

　★たまたま研究室にあったLibra12号（2012年３月発行）を手に取ると、私自身の編集長と

しての記事が目に留まりました。あれから８年。長かったようにも短かったようにも感じます。

今年の大学院の授業で、プラトンやアリストテレスやカントの学説に触れる機会があり、本当

に久しぶりで、彼らの著作を読み直してみて、やはり私は哲学が好きなのだと改めて感じまし

た。大学院生からプラトンの「イデア論」について聞きたという要望があり、十数年ぶりに読

み直してみると、プルーストの『失われた時を求めて』ではないけれども、イデア論をめぐるヨー

ロッパの学問の歴史の流れのようなものが自然と脳裏に浮かび、若き頃に存在論と格闘してい

たころを思い出すことができました。今年で定年退職するので、ギリシャ語のリハビリも兼ね

て、アリストテレスとまた格闘したいと思っています。Libraからもようやく卒業というとこ

ろでしょうか。	 （M）
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★☆編集方針

１．本誌の性格　	人文、社会諸科学、語学、数学の幅広い分野において、斬新な問題を提

起している論文、オリジナリティーがありかつ学問的実証にも耐えられ

る論文を掲載し、学問の総合的発展に寄与することを目標とする。旧来

の紀要の枠を越えた年報を目指す。

２．応募資格　　	応募資格は本学の専任・非常勤教員に限定する。

３．内　　容　　	人文科学、社会科学、語学、数学、社会薬学の分野を対象とする。本学

非常勤の教員は、審査の都合上、英語学・英文学、英語教育、ドイツ文学、

哲学、倫理学、社会薬学、薬学教育の分野に限定する。

４．分類項目　　	提出された原稿は「論文」、「翻訳」、「研究ノート」、その他（たとえば「書

評」、「学会報告」など）に分類する。

５．論文の審査　	提出された論文はレフェリー（学外者も含む）の査読報告を参考にし、

編集委員会の責任において審査して掲載の可否を決定する。部分的な修

正の上、掲載を認めることもある。

６．原稿提出　　	論文投稿は随時、その他「研究ノート」等は毎年９月末日締切

★☆執筆要領（概要）

１．使用言語　　日英独語に限る。

２．論文の枚数

　　　 〔和文〕・400字詰原稿用紙100枚以内

　　　　　　　・	ワープロ用紙なら44枚以内（１ページの字数は、横書きで35字×26行、

縦書きで50字×18行）

　　　 〔欧文〕・7000語以内

　　　論文以外の場合は目安を設けない。

※	投稿希望者には、別紙の詳しい執筆要領をお渡しします。編集委員会までご連絡下さい。

　（Eメールアドレス：libra@kobepharma-u.ac.jp
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